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概要
本研究は太陽地球環境予測の一環として、ひので衛星で観測されたコロナ質量放出(CME)およびシグモイド構造の有無に着目

し、2006年から2015年までの大規模な太陽フレアをリスト化し、公開するものである。CMEは地球惑星圏への影響が大きいことが知られてい
る。またシグモイド構造の有無が太陽フレアの際にCMEの発生に深い関連があることがKawabata et al. (2018)により明らかになった。本イベン
トリストの公開により、ひので衛星データを用いたCME研究や宇宙天気研究の促進が期待される。

ひので衛星で得られたコロナ質量放出・シグモイド構造
イベントリストの公開

ひので衛星コロナ質量放出とシグモイド
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2006年9月〜現在も運用中の太陽観測
衛星で3つの機器で構成される。
• 可視光・磁場望遠鏡(SOT)
• 極端紫外線撮像分光望遠鏡(EIS)
• X線望遠鏡(XRT)

SOTによる光球磁場の定量評価、
XRTによるシグモイド構造の対応づけ、
EISによりシグモイド温度、CME速度場
を理解する、という相補的な機能は
CME・シグモイドの研究に対し非常に強
力である。

Doi (2016)

太陽表面で発生する爆発現象
(太陽フレア)に伴い、しばしばコロ
ナにあるプラズマが宇宙空間に放
出される(コロナ質量放出; CME)。
放出された磁気フラックスは地球
磁気圏と相互作用し、磁気嵐の原
因となる。したがって、どのような
フレア・活動領域においてCMEが
発生するかの予測は宇宙天気予
報の観点から重要である。

太陽コロナに現れる活動領域周辺
のS字構造(シグモイド)は複雑な磁
場構造を持ち・比較的密度の高い
高温プラズマが存在することの指
標となる。

Kawabata et al. (2018) ApJでは、
シグモイドを伴う活動領域とフレア
の時間変化、フレアがCMEを伴う
かという点に着目して統計解析を
行い、太陽面上では、ほとんどの
CMEがシグモイド構造を伴うことを
見出した。

これまでひので衛星の太陽フ
レアイベントリストについては
整備されてきた(Watanabe et
al. 2012 SoPh)。

今回、新学術領域PSTEP「太
陽地球圏環境予測」の一環と
して、Kawabata et al. (2018)
の統計解析で用いたひので
衛星で観測されたシグモイド・
CMEのイベントリストを整備
し、Web公開を行う。

Hinode flare catalogue (Watanabe et al. 2012)

範囲: 2006年12月から2015年6月の期間にHinode衛星で観測されたMクラス以上のフレア211個
• 活動領域: 活動領域番号、XRTによるシグモイドクイックルック
• フレア: X線ピーク時刻、ピークフラックス、フレア発生位置、フレア継続時間、立ち上がり、立ち下がり時間
• CME: CME速度・CME幅、CME噴出方向 (SoHO/LASCOカタログより)
• ひので: SOT/SP, FG, EIS, XRTデータ数と各データ(DARTS)へのリンク

2020年3月 ISASひのでグループ
HPより公開予定！！
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